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新体制 らためて作成 したものをその意図説明ととも




ることが可能になった。新 しい体制で、司書 特別講義は、今年度 も多 くの特別講師から
課程は新たな取組みを始めようとしている。 刺激的かつ魅力ある講義をしていただき、学
生の関心 を集めた。
受講年次変更 ・ 講師陣である池上従子、小林 卓、常世田
司書課程現行の2年 次受講開始4年 次修了 良、三宅隆史、村橋勝子、渡辺有理子、山本
については、演習科 目の受講が最終学年次 と 順一の各氏 に感謝 したい。
なり、就職活動あるいは教職課程の実習など
と重な り、演習の出席に関 して、かなりの無LIPERへ の協力
理があった。すなわち、技能習得に必要な時 日本図書館情報学会の図書館情報学教育班
間を十分にとれない学生がいたのである。 による初学者調査に司書課程受講生が協力 し
そこで新 たな勢力が加わるのを機に、2005た 。その結果(明 治大学のデータ)を いただ
年度入学生から1年 次受講開始、3年 次修了 いたので、許可 を得て、掲載させていただい
を可能 とした。 た。
2004年 度ハイライ ト 学校図書館指導案
ディスカバー図書館2004一 図書館 をもっと 今年度は、グループによる作成発表および、
身近に暮 らしの中にとい うテーマのもとに文 全員による投票 というかたちをとり、競わせ
部科学省お よび日本図書館協会共催のイベン てみた。一次投票により、上位6位 までのグ
トが本学のアカデミーコモンで開催 された。 ループを決めた。
(この イベ ントは、7月4日 にNHK教 育テレ あらためて、6グ ループが再度、準備をし、
ビでも放映 された。)・ 発表時間も十分にとって、プレゼンテーショ
ンを行 った。前期のばあいは、2度 目の発表
キャッチ ・コピー 後、最終投票の結果、1位 と2位 が逆転する
上記 イベン トのプログラム中のキャッチ ・ ハップニングが生 じた。
コピー作成とい うアイディアを借 りて、授業 今後、学校の現場で、総合学習や調べ学習
で試みた。 な どで、司書教諭 や他の教 師 とのチー ム





かといえば、 自戒 をこめてあえていえば、協 図書委員会、教員ならびに図書館 ひいては
調性にかけるきらいがあったといわざるを得 大学当局のご理解の もとに、大学図書館とし
ない。 て、日本の図書館として、世界的にみても貴
グループで作業 を進めることによって、協 重な資料 を新たに受け入れていただく機会も
力体制をいつでもとれるという姿勢も身につ 増えた。
けて欲 しいとい うねらいもあった。すべての ・ コレクシ ョンがより豊かなものとな り、後




とたちに図書館 をもっと知ってもらおうとい 始を目指 して、計画を進めてお られる。司書
う目的の もとに図書館訪問を義務づけ、報告 ・司書教諭課程 もお役 にたてればということ







貴重書の展示 も本年度で第3回 を迎えた。 く思っていたのだが、卒業生で独立行政法人
司書課程の受講生 をは じめ、本学の教職員、 大学図書館に就職 した堀池尚明氏に相談 した
学生の目にふれる機会となった。また、この ところ、快 く引き受けてくれた。ほぼ月に1
ギャラリーは、入館せず とも誰でも自由に見 回の割合で自主勉強会が続いてお り、独立行
ることができるので、外部の方 もご覧になつ 政法人の某大学へ就職が内定 した学生も輩出





産ともいうべ きものに人々がふれる機会 も大 支えられた。紙面を借 りて謝意を表 したい。
切にしたい。図書館のご理解に感謝する次第
である。
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